
埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案） [審議] 資料4-3-35

◆復旧勾配の設定

・石垣の復旧勾配設定資料は、以下のデータを用いた。
・平成24年 特別史跡熊本城跡石垣現況調査及び測量業務委託成果品
（以下 H24測量データ）
・平成29年度 熊本城宇土櫓外８箇所石垣測量業務委託
（以下、 H29測量）
・令和6年度 熊本城国立病院周辺外石垣崩落石材回収工事に伴う測量業務委託
（以下、R6測量）
・令和7年度 熊本城国立病院周辺外 石垣復旧設計業務委託
（以下、R7測量）

・基本的な復旧勾配の設定手順は以下のとおり

◆解体範囲の設定

・設定した復旧勾配と現況縦断図を重ね合わせ、乖離が生じる点を結び、変状範囲とする。
・また変状が認められない箇所においても、背面及び周辺の床掘に影響を受ける箇所については解体範囲を設定した。該当する石垣面は以下のとおり。
（N56、N57、N58、N61、N62、N63、N66、N75、N76、N77、N79、S113、S116、S118、S119、S120）



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案） [審議] 資料4-3-36

◆復旧勾配一覧表◆復旧後の全体平面図
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案） [審議] 資料4-3-37

◆復旧勾配一覧表

◆復旧後の全体平面図

凡例

復旧後の平面形状
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案） [審議] 資料4-3-38

◆復旧後の全体平面図

◆復旧勾配一覧表
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凡例

復旧後の平面形状
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N55A(1/3)[審議] 資料4-3-39



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N55A（2/3)[審議] 資料4-3-40



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N55A（3/3)[審議] 資料4-3-41

DL=34.00

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N55Aを解体するにあたり、解体範囲がN56、N58、
N59、N60、N61、N62、N63に影響する。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案） N55B(1/2)[審議] 資料4-3-42



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案） N55B(2/2)[審議] 資料4-3-43



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N55C(1/2)[審議] 資料4-3-44



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N55C(2/2)[審議] 資料4-3-45



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N56(1/2)[審議] 資料4-3-46



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N56(2/2)[審議] 資料4-3-47

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N56は、N55A、N57、N58、N61、N62の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N57(1/2)[審議] 資料4-3-48



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N57(2/2)[審議] 資料4-3-49

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N57は、N56、N58、N61、N62の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N58(1/2)[審議] 資料4-3-50



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N58(2/2)[審議] 資料4-3-51

平面図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N58は、N55、N56、N57、N62の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N59(1/2)[審議] 資料4-3-52



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N59(2/2)[審議] 資料4-3-53

DL=36.00
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40.00

41.00

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N59は、N55A、N60、N62、N63の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N60(1/2)[審議] 資料4-3-54



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N60（2/2)[審議] 資料4-3-55

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N60は、N55A、N59、N62、N63の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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N55解体による
解体範囲（案）

N58-N61解体による
解体範囲（案）

N58-N61解体による
解体範囲（案）

N58-N61解体による
解体範囲（案）

N55解体による
解体範囲（案）

N62解体による
解体範囲（案）

N62解体による
解体範囲（案）

N55

N62



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N61(1/2)[審議] 資料4-3-56



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N61（2/2)[審議] 資料4-3-57

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N61は、N55、N56、N57、N62の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N62(1/2)[審議] 資料4-3-58



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N62（2/2)[審議] 資料4-3-59

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N62は、N56、N57、N58、N61の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N63(1/2)[審議] 資料4-3-60



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N63（2/2)[審議] 資料4-3-61

※階段は後付けのため、
N58-N61石垣へ影響しない

DL=37.00

41.00

42.00

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N63は、N55A、N59、N60、N62の解体範囲の
影響を受ける。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N65(1/2)[審議] 資料4-3-62



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N65（2/2)[審議] 資料4-3-63

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N65を解体するにあたり、解体範囲がN66に
影響する。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N66(1/3)[審議] 資料4-3-64



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N66（2/3)[審議] 資料4-3-65



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N66（3/3)[審議] 資料4-3-66

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N66はN65の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N74(1/2)[審議] 資料4-3-67



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N74（2/2)[審議] 資料4-3-68

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N74を解体するにあたり、解体範囲が
N75・N76・N79に影響する。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N75(1/2)[審議] 資料4-3-69



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N75（2/2)[審議] 資料4-3-70

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N75は、N74の解体範囲の影響を受ける。
N75を解体するにあたり、解体範囲がN76・N77に
影響する。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N76(1/2)[審議] 資料4-3-71



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N76（2/2)[審議] 資料4-3-72

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N76は、N74・N75の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N77（1/2)[審議] 資料4-3-73



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N77（2/2)[審議] 資料4-3-74

DL=38.00

39.00

41.00

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N77は、N75の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N79（1/2)[審議] 資料4-3-75



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  N79（2/2)[審議] 資料4-3-76

DL=30.0

44.0

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

N79は、N74の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S113(1/2)[審議] 資料4-3-77



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S113（2/2)[審議] 資料4-3-78

28.0
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30.0

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

S113は、S114の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S114(1/3)[審議] 資料4-3-79



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S114（2/3)[審議] 資料4-3-80



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S114（3/3)[審議] 資料4-3-81

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

S114を解体するにあたり、解体範囲が
S113に影響する。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S115(1/2)[審議] 資料4-3-82



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S115（2/2)[審議] 資料4-3-83



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S116(1/3)[審議] 資料4-3-84



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S116（2/3)[審議] 資料4-3-85



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S116（3/3)[審議] 資料4-3-86

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

S116は、S118の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S118(1/2)[審議] 資料4-3-87



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S118（2/2)[審議] 資料4-3-88

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

S118を解体するにあたり、解体範囲が
S116・S119・S120に影響する。

【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S119(1/2)[審議] 資料4-3-89



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S119（2/2)[審議] 資料4-3-90

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

S119は、S118・S120の解体範囲の影響を受ける。
【影響範囲について】
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埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S120(1/2)[審議] 資料4-3-91



埋門周辺石垣 石垣復旧措置案（復旧勾配・解体範囲案）  S120（2/2)[審議] 資料4-3-92

平面図 縦断図

＜平面図＞

凡 例

： 対象範囲

： 解体範囲

： 断面

： 掘削影響範囲＜縦断図＞

S120は、S118の解体範囲の影響を受ける。
S120を解体するにあたり、解体範囲が
S119・S118に影響する。

【影響範囲について】
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国立病院周辺石垣 代表石垣 資料4-4-1

国立病院周辺

【K8～K18】

【K19～K24】

K18

K17
K16

K15

K11

K10

K9
K8

K19K20K23K24

K14

K25

K22



国立病院周辺石垣 代表石垣（修復履歴による分類） 資料4-4-2

国立病院周辺 修復履歴分類 国立病院周辺 構築・修復履歴一覧表

熊本城石垣3期（1606年～1607年頃）
熊本城石垣6期（18世紀前葉～末葉）
熊本城石垣7期（1871年～1875年)
熊本城石垣7期以降（1871年～)

修復履歴

：近代以降

：近世

崩落(モルタル吹付)

As

18.69

18.62

16.62

33.16

33.10

33.10

32.42

32.99

32.85

Co

22

23

24
25

26
27
28

29

転石

崩落(モルタル吹付)

転石

転石

モルタル吹付

埋もれ

埋もれ

埋もれ

As

31.58

31.21

31.24

31.34

31.44

31.29

30.60

31.06
31.40

31.44

31.1431.22

31.10

19.36

30.81

31.12

30.82

崩落(モルタル吹付)縁石

21

22

23

24

25

9

21

モルタル吹付

K8

K9

K10

K11

K24

K23

K20

K19

K18

K16

K15

K17

K25

K22

K14

3期 6a期 6b期

7期

(1871年～

1875年)

7期

(1871年

以降)

1 K8 ○

2 K9 ○

3 K10 ○

4 K11 ○

5 K14

6 K15 ○

7 K16 ○

8 K17 ○

9 K18 ○ ○

10 K19 ○ ○

11 K20 ○ 被災前より変状あり

12 K22

13 K23 ○ 被災前より変状あり

14 K24 ○ ○ ○ ○

15 K25

備考番号 管理名称

修復履歴



国立病院周辺石垣 代表石垣(K8～K10修復履歴) 資料4-4-3
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被 害 状 況 凡 例

新補石材
今回の崩落ライン

【近代以降】
・K8、K9、K10
・修復履歴は7期(1871年～1875年)
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⑥

【石垣履歴把握について】

⑥.熊本城石垣7期（1871年～1875年)
横目地が通る。新材を用いている。
中央には小ぶりな築石を多く用いる。



国立病院周辺石垣 代表石垣(K24・K25修復履歴) 資料4-4-4

国立病院周辺

崩落(モルタル吹付)

転石

転石
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埋もれ

埋もれ
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間詰石抜け
割れ・ヒビ

被 害 状 況 凡 例

新補石材
今回の崩落ライン

【近世】
・K24・K25
・修復履歴は3期(1606年～1607年)、6期(18世紀前葉～末葉)、7期以降(1871年～)

29.0

30.0

31.0

29.0

30.0

31.0

27.0

28.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

23.0

24.0

25.0

26.0

32.0 32.0

1
0
.
0

1
3
.
0

1
2
.
0

1
4
.
0

1
7
.
0

1
6
.
0

1
5
.
0

1
8
.
0

1
9
.
0

2
0
.
0

2
3
.
0

2
2
.
0

2
5
.
0

2
1
.
0

2
4
.
0

2
7
.
0

2
6
.
0

2
9
.
0

2
8
.
0

3
0
.
0

3
3
.
0

3
2
.
0

3
1
.
0

3
4
.
0

1
1
.
0

22.0 22.0

K23立面図より投影
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【石垣履歴把握について】

④.熊本城石垣6b期（18世紀前葉～末葉）
非方形。横目地が通らない。

③.熊本城石垣6a期(17世紀中葉～18世紀前葉)

①.熊本城石垣3期（1606年～1607年頃）
【構築当初】

⑨-14.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。旧材を用いている。



国立病院周辺石垣 代表石垣(復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-5

復旧勾配の設定方法 該当断面

A 変状の少ない断面を抽出し、現況勾配より復旧勾配を設定した。
K10②、K20①、K23①②、K24①～
③、K25①②

B 変状の少ない2断面を抽出し、それぞれの勾配を合成して現況勾配より復旧勾配を設定した。 K8①

C H24端点データの天端及び下端を結んだ線等から復旧勾配を設定した。 K10①、K20②、K23③

D
石垣下部は変状の少ない断面を抽出して現況勾配を採用、
上部はH24端点データの勾配を算出し、それぞれの勾配を合成して復旧勾配を設定した。

K8②、K9①②

E その他 K9③※

国立病院周辺

【復旧勾配の設定根拠】
復旧勾配の設定根拠は以下の5つに分けられる。

※K9③について
石垣下部は変状の少ない断面を抽出して現況勾配を採用、
上部はK8の出隅勾配を算出し、それぞれの勾配を合成し
て復旧勾配を設定した。

※各断面の復旧勾配詳細は、資料4-3に記載

K8   ①②
K9   ①②③
K10 ①②
K20 ①②
K23 ①②
K24 ①②③
K25 ①②

【復旧勾配の代表断面数】



国立病院周辺石垣 代表石垣(復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-6

国立病院周辺

【復旧勾配の設定根拠】
各設定根拠について、以下に図示する。

A:現況断面の計測結果から、変状の少ない1断面を抽出した。 B：現況断面の計測結果から、変状の少ない2断面を抽出して合成した。

C：H24測量データの天端及び下端を結んだ線等から復旧勾配を設定した。 D：下部は現況勾配、上部はH24測量データを合成して復旧勾配を設定した。

3.現況縦断図(被災後測量)より
変状の少ない2断面を抽出して合成し、復旧勾配を設定
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1.全断面一間間隔で
現況勾配を計測

2.現況縦断図(被災後測量)より
変状の少ない断面を抽出し、復旧勾配を設定
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2.H24測量データの勾配より
復旧勾配を設定

1.H24測量データより
勾配を算出
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1.下部は現況縦断図(被災後測量)より
変状の少ない断面を抽出し、復旧勾配を設定

2.上部はH24測量データの勾配より
復旧勾配を設定

K10②、K20①、K23①②、K24①～③ K8①

K10①、K20②、K23③ K8②、K9①②



国立病院周辺石垣 代表石垣(K8～K10復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-7

国立病院周辺 K8・K9・K10 【近代以降】

近世石垣の復旧勾配縦断図及び解体範囲立面図を示す。
(青字は設定根拠を示す)
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⑥

【石垣履歴把握について】

⑥.熊本城石垣7期（1871年～1875年)
横目地が通る。新材を用いている。
中央には小ぶりな築石を多く用いる。



国立病院周辺石垣 代表石垣(K24・K25復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-8

国立病院周辺 K24・K25 【近世】

近世石垣の復旧勾配縦断図及び解体範囲立面図を示す。
(青字は設定根拠を示す)

K23立面図より投影
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【石垣履歴把握について】

④.熊本城石垣6b期（18世紀前葉～末葉）
非方形。横目地が通らない。

③.熊本城石垣6a期(17世紀中葉～18世紀前葉)
①.熊本城石垣3期（1606年～1607年頃）【構築当初】

⑨-14.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。旧材を用いている。



国立病院周辺石垣 代表石垣(K20震災前変状) 資料4-4-9

被災前 被災後

① ②

石畳

石畳

石畳

石畳

石畳 看

看

埋もれ

As

As

As

Co

雨

Co

石畳

崩落(モルタル吹付)

転石

転石

モルタル吹付

埋もれ

埋もれ

石畳

As

17

19

20

18

17

18

25

19

看

1 7

21

24

2 1

25

22

崩落(モルタル吹付)

23

18

16

縁石

21

K20

①②

K20は中央部に変形(膨らみ・緩み)が確認された。
当変状は被災前より確認されているが、変状が大きく、熊本地震によ
る影響もあったと思われることから解体の対象とする。

K20



国立病院周辺石垣 代表石垣(K23震災前変状) 資料4-4-10

被災前 被災後

① ②

石畳

石畳

石畳

石畳

石畳 看

看

埋もれ

As

As

As

Co

雨

Co

石畳

崩落(モルタル吹付)

転石

転石

モルタル吹付

埋もれ

埋もれ

石畳

As

17

19

20

18

17

18

25

19

看

1 7

21

24

2 1

25

22

崩落(モルタル吹付)

23

18

16

縁石

21

K20

①②

K23は中央部に変形(膨らみ・緩み)が確認された。
当変状は被災前より確認されているが、変状が大きく、熊本地震によ
る影響もあったと思われることから解体の対象とする。



国立病院周辺石垣 代表石垣(K20・K23復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-11

国立病院周辺 K20・K23 【近代以降】

近世石垣の復旧勾配縦断図及び解体範囲立面図を示す。
(青字は設定根拠を示す)
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【石垣履歴把握について】

⑨-10.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。旧材と新材を用いている。

⑨-11.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。旧材を用いている。

⑨-8.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。非方形。新材を用いている。
凝灰岩が主体、一部安山岩も含まれる。

⑨-16.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。非方形。新材を用いている。

⑨-17.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通る。旧材と新材を用いている。

⑨-15.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通る。新材を用いている。⑨-9.熊本城石垣7期以降（1871年～)

横目地が通らない。非方形。新材を用いている。

⑨-18.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。非方形。新材を用いている。

⑨-19.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。旧材を用いている。

⑨-20.熊本城石垣7期以降（1871年～)
横目地が通らない。旧材と新材を用いている。



国立病院周辺石垣 代表石垣（背面解体範囲） 資料4-4-12

国立病院周辺 背面解体範囲

解体する石垣の背面は、平場2.7m＋床掘勾配35°にて床掘を行う。
下記に代表解体断面図と、床掘影響範囲平面図を示す。

解体断面図 床掘影響範囲平面図
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埋もれ
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31.06
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31.12
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崩落(モルタル吹付)縁石

21
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23

24

25
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21

モルタル吹付

K8

K9

K10

K11

K24

K23

K20
K19

K18

K16

K14

K15

K17

K25

凡例

復旧後の平面形状

解体ライン

床掘影響範囲

K22



埋門周辺石垣 代表石垣 （1/2） 資料4-4-13

N55

N56

N61

N57 N59.N63N58

N74N79

N77
N76N75

埋門周辺（二の丸）

【N55～N63】

【N74～N79】

N61

N63

N59

N60
N62

N76

N60



埋門周辺石垣 代表石垣 （2/2） 資料4-4-14

埋門周辺（三の丸）

S120

S119

S114S115
S116S118

【S113～S120】

S113

S113
S114



埋門周辺石垣 代表石垣 （修復履歴による分類） （1/2） 資料4-4-15

栗 石 置 場

栗 石 置 場

転 石

栗 石 置 場

3 6 . 6 2

3 7 . 7 2

4 0 . 6 2

3 1 . 1 9

3 1 . 1 8

3 1 . 2 2

3 1 . 0 6

3 1 . 6 5

3 1 . 6 8

3 1 . 5 2

3 1 . 1 0

3 1 . 1 9

3 1 . 2 1

3 0 . 9 8

3 1 . 3 4

3 1 . 3 5

3 1 . 7 8

3 1 . 3 6

3 1 . 1 7

3 1 . 3 3
3 1 . 2 1

3 1 . 2 5

3 1 . 4 5

3 1 . 3 4
3 1 . 3 6

3 1 . 3 1

3 1 . 6 1

3 1 . 4 4

3 0 . 6 0

3 2 . 7 3

3 0 . 7 6

3 2 . 1 9

ベ ン チ

ベ ン チ

ベ ン チ

ベ ン チ

ベ ン チ

ベ ン チ

縁 石

縁 石

ベ ン チ

縁 石

ベ ン チ

案

看

仮 設 ト イ レ

C o

C o

現 場 事 務 所

3 7 . 7 4

3 8 . 2 5

3 8 . 6 5

3 8 . 0 7

3 8 . 7 5

3 8 . 4 6

3 8 . 4 3

3 8 . 3 4

3 8 . 2 5

3 7 . 6 9

3 8 . 1 7

3 8 . 4 0

3 8 . 2 8

3 4 . 5 8

3 5 . 3 2

3 6 . 5 5

4 0 . 2 6

3 8 . 5 8

3 9 . 9 7

4 0 . 1 8

4 0 . 0 3

4 0 . 0 2

4 0 . 8 1 4 0 . 4 3

4 0 . 4 4

3 9 . 9 5

4 0 . 1 3

3 8 . 7 8

3 8 . 6 5

3 8 . 6 3

3 8 . 6 4

3 8 . 8 9

3 2 . 8 5

3 8 . 4 8

3 8 . 6 1

3 8 . 7 4

3 8 . 5 0

3 2 . 7 1

3 2 . 4 2

3 3 . 2 4

3 3 . 7 0

3 2 . 4 5

3 2 . 3 8

3 2 . 6 3

3 2 . 0 6

3 3 . 1 2

3 2 . 6 4

3 1 . 7 8

. 7 3

8

3 2 . 0 0

3 1 . 9 2

3 2 . 0 3

3 8 . 7 0

3 5 . 6 4

3 7 . 1 5

3 1 . 1 7

3 0 . 8 3

3 0 . 9 3

3 0 . 9 5

3 1 . 3 0

3 1 . 7 1

3 1 . 1 5

3 1 . 4 5

3 2 . 0 1

3 1 . 5 1

3 1 . 1 7

3 1 . 2 6

3 1 . 2 5

3 7 . 5 1

4 1 . 5 0

看

放 水 銃

3 8 . 7 6

3 8 . 7 9

4 0 . 9 7

3 9 . 3 7

3 8 . 7 6

3 8 . 7 6

3 8 . 8 3

3 8 . 7 5

4 1 . 2 4

2 4 . 4 9

2 7 . 3 7

2 4 . 8 7

2 6 . 1 0

2 4 . 2 0

崩 落

埋 門

32

4
0

39

33

4
0

3 3

3 2

4
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3
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3
5

3
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3
4

崩 落 ( モ ル タ ル 吹 付 )

3 8 . 6 7

3 1 . 0 8

3 0 . 7 9

G

E

看

A s

A s

A s

石 畳

A s

監 物 櫓

崩 落

転 石

放 水 銃

A s

A s

A s

石 畳

ゴ ム チ ッ プ 舗 装

石 畳

A s

石 畳

A s

3 8 . 6 1

3 8 . 3 8

ガ ス 電 防

仕

仕

配 電

配 電

F

仕

仕

地 中 線

地 中 線

案

崩 落 ( モ ル タ ル 吹 付 )

看

監 物 台 果 樹 園

崩 落 ( モ ル タ ル 吹 付 )

崩 落 ( モ ル タ ル 吹 付 )

崩 落

断 面 位 置 図

現 場 事 務 所

現 場 事 務 所

栗 石 置 場

ジ ャ カ ゴ

石 畳
石 畳

ベンチ

ベ
ン

チ

N74

N75

N56

N55C

N66

N65

N55B

N55A

N60
N63

N61
N58
N62

N57

N59

N79

N76
N77

埋門周辺（二の丸） 修復履歴分類

埋門周辺（二の丸） 構築・修復履歴一覧表

熊本城石垣3期（1606～1607年頃）
熊本城石垣4期（1611～1624年頃）
熊本城石垣6期（17世紀中葉～19世紀中葉）
熊本城石垣7期 （1889、1924～1929年)
熊本城石垣7期以降（1871年～)
文化財修理（2021年）

修復履歴

：近代以降

：近世

番号 3期 4期 6a期 6b期 6c期

7期

（1889,

1924～1929年）

7期

（1871年

以降）

文化財修理

1 A 〇

2 B 〇

3 C 〇

4 〇 〇 〇

5 〇 〇

6 〇 〇

7 〇

8 〇

9 〇 〇

10 〇

11 〇

12 〇

13 〇

14 〇 〇 〇 〇 〇

15 〇 〇

16 〇

17 〇

18 〇 〇 〇 〇 〇

管理名称

N77

N60

N61

N62

N63

N65

N55

N56

N57

N58

N59

N66

N74

N75

N76

N79

修復履歴



埋門周辺石垣 代表石垣 （修復履歴による分類） （2/2） 資料4-4-16

埋門周辺（三の丸） 修復履歴分類

熊本城石垣4期（1611～1624年頃）
熊本城石垣6期（18世紀前葉～19世紀中葉）
熊本城石垣7期以降（1871年～)
文化財修理（1950～1996年）

修復履歴埋門周辺（三の丸） 構築・修復履歴一覧表

：文化財修理

：近代以降

：近世

栗 石 置 場

3 0 . 9 4

3 1 . 2 2

3 1 . 6 5

3 1 . 6 8

3 1 . 5 2

3 1 . 3 5

3 1 . 7 8

3 1 . 4 5

3 1 . 6 1

3 1 . 0 1

2 9 . 4 5 2 9 . 4 6

2 8 . 4 9

2 9 . 5 3

3 1 . 0 7

3 0 . 8 6

3 0 . 9 3

3 0 . 9 8

3 0 . 0 0

3 1 . 5 3

3 1 . 7 2

2 9 . 8 8

2 9 . 8 7
3 0 . 0 6

2 9 . 9 1 ベ ン チ

C o

現 場 事 務 所

30

3 0

22

23

21

1 9

20

1 8 . 8 2

1 5 . 8 4

1 6 . 4 6
1 6 . 5 31 5 . 8 1

1 7 . 9 0

1 8 . 8 3

2 0 . 3 9

2 1 . 0 6

2 2 . 2 1

1 9 . 1 8

1 7 . 8 9

2 4 . 5 52 3 . 7 3

2 1 . 3 2

2 3 . 9 3

2 4 . 3 0

2 1 . 3 4

2 7 . 2 4

2 2 . 5 0

2 3 . 6 7

20

19

1
8

1 7

1 6 . 1 1
1 6 . 4 0

1 9 . 8 0

1 7 . 2 4

仮 設 ト イ レ
現 場 事 務 所

埋 も れ

埋 も れ

A s

S113
S114・S115

S116

S120S118

S119

番号 管理名称 3期 4期 6a期 6b期 6c期

7期

（1889,

1924～1929年）

7期

（1871年

以降）

文化財修理

1 S113 〇

2 S114 〇 〇

3 S115 〇

4 S116 〇

5 S118 〇

6 S119 〇

7 S120 〇 〇 〇 〇 〇

修復履歴



埋門周辺石垣 代表石垣 （N62 修復履歴） 資料4-4-17

埋門周辺（二の丸） N62 【近世～近代以降】
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埋門周辺石垣 代表石垣 （N74 修復履歴） 資料4-4-18

埋門周辺（二の丸） N74 【近世～近代以降】
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埋門周辺石垣 代表断面①（修復履歴） 資料4-4-18埋門周辺石垣 代表石垣 （N79 修復履歴） 資料4-4-19

埋門周辺（二の丸） N79 【近世～近代以降】
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埋門周辺石垣 代表石垣 （S120 修復履歴） 資料4-4-20

埋門周辺（三の丸） S120 【近世】
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埋門周辺石垣 代表石垣 （復旧勾配の設定根拠) （1/2） 資料4-4-21

復旧勾配の設定方法 該当断面

A 変状の少ない断面を抽出し、現況勾配より復旧勾配を設定した。
N74②、N79①②、

S120①②④

B 変状の少ない2断面を抽出し、それぞれの勾配を合成して現況勾配より復旧勾配を設定した。 S120③

C H24端点データの天端及び下端を結んだ線等から復旧勾配を設定した。 N62①

D
石垣下部は変状の少ない断面を抽出して現況勾配を採用、
上部はH24端点データの勾配を算出し、それぞれの勾配を合成して復旧勾配を設定した。

N74①

E その他

埋門周辺

【復旧勾配の設定根拠】
復旧勾配の設定根拠は以下の5つに分けられる。

※各断面の復旧勾配詳細は、資料4-3に記載

埋門周辺（二の丸）
N62 ①
N74 ①②
N79 ①②

埋門周辺（三の丸）
S120 ①②③④

【復旧勾配の代表断面数】



埋門周辺石垣 代表石垣 （復旧勾配の設定根拠) （2/2） 資料4-4-22

埋門周辺

【復旧勾配の設定根拠】
各設定根拠について、以下に図示する。

A:現況断面の計測結果から、変状の少ない1断面を抽出した。 B：現況断面の計測結果から、変状の少ない2断面を抽出して合成した。

C：H24測量データの天端及び下端を結んだ線等から復旧勾配を設定した。 D：下部は現況勾配、上部はH24測量データを合成して復旧勾配を設定した。

3.現況縦断図(被災後測量)より
変状の少ない2断面を抽出して合成し、復旧勾配を設定

すりつけ すりつけ

復旧勾配②復旧勾配①

すりつけ

33.0

25.0

26.0

32.0

30.0

31.0 31.0

27.0

22.0

20.0

33.0

28.0

29.0

32.0

23.0

24.0

30.0

28.0

27.0

29.0

21.0

18.0

24.0

25.0

26.0

23.0

19.0

21.0

22.0

20.0

19.0

18.0

1
6
.
0

1
1
.
0

1
9
.
0

1
4
.
0

1
5
.
0

2
1
.
0

1
0
.
0

1
8
.
0

1
3
.
0

1
7
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

1
:
0
.
1
8
1
:
0
.
1
1

1
:
0
.
1
7

1
:
0
.
0
8
1
:
0
.
3
5

1
:
0
.
0
9
1
:
0
.
0
4
1
:
0
.
2
9

1
:
0
.
2
0

1
:
0
.
1
3

1
:
0
.
2
3

1
:
0
.
2
2

1
:
0
.
3
0
1
:
0
.
3
2

1:
0.4
3

1
:
0.
40
1
:0
.41

1
:0
.
39
1:0.52

1:0.58

1:0.65

1
:
0
.
0
4

1
:
0
.
2
4

1
:
0
.
3
2

1
:
0.
3
8

1
:
0.
3
6

1
:
0
.
3
0

1
:0.
43

1
:
0
.
3
0

1
:
0
.
1
5

1
:
0
.
3
1

1
:
0
.
3
2

1.全断面一間間隔で
現況勾配を計測

2.現況縦断図(被災後測量)より
変状の少ない断面を抽出し、復旧勾配を設定
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2.H24測量データの勾配より
復旧勾配を設定

1.H24測量データより
勾配を算出
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1.下部は現況縦断図(被災後測量)より
変状の少ない断面を抽出し、復旧勾配を設定

2.上部はH24測量データの勾配より
復旧勾配を設定
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埋門周辺石垣 代表石垣 （N62 復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-23

埋門周辺（二の丸） N62 【近世～近代以降】

復旧勾配縦断図及び解体範囲立面図を示す。
(青字は設定根拠を示す)
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埋門周辺石垣 代表石垣 （背面盛土が確認されている石垣) 資料4-4-24

N55A

N5６N5７N5８N６１N６２

N６３ N５９N６０

N55A

N62

埋門周辺（二の丸） N55A～N62 背面盛土が確認されている石垣の位置関係

【近代以降】 N55A、N59、N60
【近世】 N56、N57、N58、N61、N62

N55A～N62 背面盛土が確認されている石垣の背面は
平場2.7ｍ＋床掘勾配45°にて床掘を行う。
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埋門周辺石垣 代表石垣 （N74、N79復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-25

埋門周辺（二の丸） N74、N79 【近世～近代以降】

復旧勾配縦断図及び解体範囲立面図を示す。
(青字は設定根拠を示す)
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埋門周辺石垣 代表石垣 （S120復旧勾配の設定根拠) 資料4-4-26

復旧勾配縦断図及び解体範囲立面図を示す。
(青字は設定根拠を示す)

埋門周辺（三の丸） S120 【近世】 S120
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埋門周辺石垣 代表石垣 （背面解体範囲） （1/2） 資料4-4-27

埋門周辺（二の丸） N55～N66 背面解体範囲

背面盛土が確認されている石垣（ N55A～N62 ）の背面は
平場2.7ｍ＋床掘勾配45°にて床掘を行う。

床掘影響範囲平面図

解体断面図
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背面盛土が確認されていない石垣（ N65、N66 ）の背面は
平場2.7ｍ＋床掘勾配35°にて床掘を行う。

解体断面図
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埋門周辺石垣 代表石垣 （背面解体範囲） （2/2） 資料4-4-28

埋門周辺（二の丸） N74～N79 ・ 埋門周辺（三の丸） S113～S120 背面解体範囲

解体する石垣の背面は、平場2.7ｍ＋床掘勾配35°にて床掘を行う。
以下に代表断面図と、床掘影響範囲を示す。 床掘影響範囲平面図

解体断面図

37.0

38.0

35.0

36.0

32.0

33.0

34.0

39.0

40.0

41.0

42.0

35°

2700

22.0

29.0
35.0

29.87
30.06

29.91

30.

31.72

29.53

29.8

29.46

31.45

13.94

31.61

31.78

31.323.73

24.30

23.93

17.89

21.34

23.67

19.18

22.21

20.39

24.55

21.32

21.06

16.46

27.24

16.53

18.83

22.50

15.81

13.46

23

18.82

13.63

22

21

19

17.90

15.84

20

30

30

17.24

15.79

19.80

16.40
16.11

17

19

16

18

20

S113

S114 S115 S116 S119

S120

S118

2

32.38

33.12

32.71

32.42

32.45

32.85

38.74

38.64

38.65

38.78

38.89

40.13

40.43

39.95

40.03

40.02

.45
31.71

31.51

32.01

31.15

31.30

31.17

30.93

30.83

30.95

32.19

32.73

31.44

30.76

30.6031.31

31.36

5

31.34

31.21
31.33

31.17

31.36

31.35

31.19

31.10

30.98

30.62

31.06

34

35

36

33

39

40

32

30.79

31.08

38.67

24.20 24.49

26.10

27.37

38.83

38.76

38.75

38.76

41.24

38.76

40.97

39.37

41.50

放水銃

看

N74

N76

N79

N77

N75



崩落(モルタル吹付)
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国立病院周辺 石垣耐震診断結果（現状） 資料4-5-1

耐震診断結果一覧

【判定基準】（熊本城石垣 耐震診断指針（案）より）
A：石垣が大地震に対し概ね安定しているとみなされる
B：石垣が大地震に対し不安定になる恐れがある
C：石垣が大地震に対し著しく不安定で、対策の必要がある

耐震診断設計条件

・崩落している石垣を除いた対象箇所3面で耐震診断（現状）を実施した結果は
以下のとおりである。
A判定…該当なし
B判定…K10
C判定…K8、K9

結果総括

耐震診断結果平面図
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定

耐震診断対象外

A判定

B判定

C判定

拡大図

備考
常時 中地震 大地震 常時 中地震 大地震 常時 中地震 大地震

Fs≧1.5 Fs≧1.0 Fs≧1.0 Fs≧1.5 Fs≧1.0 Fs≧1.0

1 K8 11.0 群集 0.02 -0.41 -0.57 1.02 0.52 0.35 2.52 1.74 1.56 C

15.0 群集 1.56 -0.47 -1.31 1.64 0.84 0.75 2.47 1.32 1.11 C

21.0 車両＋群集 1.41 -0.72 -1.60 1.46 0.79 0.69 2.31 1.25 1.05 C

3 K10 14.0 群集 0.42 0.07 -0.05 1.90 1.12 0.91 3.55 2.26 1.98 B

4 K11 崩壊

6 K15 崩壊

7 K16 崩壊

8 K17 崩壊

9 K18 崩壊

10 K19 崩壊

11 K20 崩壊

13 K23 崩壊

14 K24 崩壊

2 K9

総合
判定

番号
管理
名称

転倒安全率 すべり安全率示力線位置（参考）(m)
上載荷重測点No.



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし

国立病院周辺 石垣耐震診断結果（現状） K8【現状】 資料4-5-2

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置（No.11）
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中地震 d= -0.41m NG  Fs= 0.52 OK  Fs= 1.74

大地震 d= -0.57m NG  Fs= 0.35 OK  Fs= 1.56

判定 NG
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看
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累積示力線解析位置
（No.11）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

C

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆起
等も確認できない。そのため、背面全体を通
過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層の複層構造になっているが、築石に土
圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると推定した。
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注：地層断面については、近傍の地質調査結果より
想定で入れたものである。



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし

国立病院周辺 石垣耐震診断結果（現状） K9【現状】 資料4-5-3

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.15）
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大地震 d= -1.31m NG  Fs= 0.75 OK  Fs= 1.11

判定 NG
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累積示力線解析位置
（No.15）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

C

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆起
等も確認できない。そのため、背面全体を通
過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層の複層構造になっているが、築石に土
圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると推定した。

等分布荷重(群集)3.5kN/m2
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注：地層断面については、近傍の地質調査結果より
想定で入れたものである。



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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国立病院周辺 石垣耐震診断結果（現状） K9車両【現状】 資料4-5-4

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.21）

看
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転石

石畳

石畳

K9

累積示力線解析位置
（No.21）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

C

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆起
等も確認できない。そのため、背面全体を通
過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層の複層構造になっているが、築石に土
圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると推定した。

常時 d= 1.41m NG  Fs= 1.46 OK  Fs= 2.31

中地震 d= -0.72m NG  Fs= 0.79 OK  Fs= 1.25

大地震 d= -1.60m NG  Fs= 0.69 OK  Fs= 1.05

判定 NG

等分布荷重(車両＋群集)10.0kN/m2
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注：地層断面については、近傍の地質調査結果より
想定で入れたものである。



29.0

30.0

31.0

32.0

33.0

27.0

28.0

23.0

24.0

25.0

26.0

NO.15 NO.20

29.0

30.0

31.0

32.0

33.0

27.0

28.0

23.0

24.0

25.0

26.0

Bc

Bg

Aso-4s

栗石層築石

立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし

国立病院周辺 石垣耐震診断結果（現状） K10【現状】 資料4-5-5

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置（No.14）
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常時 d= 0.42m OK  Fs= 1.90 OK  Fs= 3.55

中地震 d= 0.07m OK  Fs= 1.12 OK  Fs= 2.26

大地震 d= -0.05m NG  Fs= 0.91 OK  Fs= 1.98

判定 NG
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K10

累積示力線解析位置
（No.14）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

B

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆起
等も確認できない。そのため、背面全体を通
過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層の複層構造になっているが、築石に土
圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると推定した。

等分布荷重(群集)3.5kN/m2

注：地層断面については、近傍の地質調査結果より
想定で入れたものである。



埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） 資料4-5-6

耐震診断結果一覧

【判定基準】（熊本城石垣 耐震診断指針（案）より）
A：石垣が大地震に対し概ね安定しているとみなされる
B：石垣が大地震に対し不安定になる恐れがある
C：石垣が大地震に対し著しく不安定で、対策の必要がある

Ａ 判 定
判

定

凡 例

耐震診断対象外

Ｂ 判 定

Ｃ 判 定
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現 場 事 務 所

現 場 事 務 所

栗 石 置 場

ジ ャ カ ゴ

N65

N66
N55

N56

N61

N59N60
N63

N58

N62

N57

備考

常時 中地震 大地震 常時 中地震 大地震 常時 中地震 大地震

Fs≧1.5 Fs≧1.0 Fs≧1.0 Fs≧1.5 Fs≧1.0 Fs≧1.0

1 N55 11.00 石垣N62 0.02 -0.13 -0.19 1.08 0.65 0.51 1.91 1.42 1.30 C

2 N56 17.00 群集 0.28 -0.11 -0.27 1.44 0.84 0.64 2.97 1.99 1.76 C 一部崩壊

3 N57 15.00 群集 0.29 0.08 0.01 2.50 1.42 1.06 4.22 2.84 2.56 A

4 N58 13.00 群集 0.35 0.16 0.10 3.21 2.04 1.64 4.63 3.02 2.70 A

5 N59 群集 崩壊

6 N60 11.00 群集 0.18 0.09 0.06 7.41 4.26 3.21 5.09 3.08 2.73 A 一部崩壊

7 N61 7.00 群集 0.58 0.44 0.40 12.01 6.83 5.73 9.90 4.51 3.82 A 一部崩壊

8 N62 群集 崩壊

9 N63 群集 崩壊

10 N65 11.00 群集 -0.10 -0.10 -0.10 14.49 9.36 8.11 7.27 3.81 3.29 A 右上の石材1つのみ崩壊

11 N66 群集 崩壊

12 N74 群集 崩壊（中央V字）

13 N75 群集 崩壊

14 N76 群集 対象外（高さ1.0m未満）

15 S113 11.00 群集 0.23 0.15 0.12 19.93 13.16 10.90 6.18 3.43 2.99 A

S114 (車) 58.00 車両+群集 1.85 1.41 1.21 5.29 2.86 2.26 5.64 2.98 2.37 A

S114 58.00 群集 1.90 1.46 1.31 6.96 3.32 2.62 7.33 3.45 2.73 A

S115 (車) 11.00 車両+群集 1.97 1.55 1.41 8.31 3.52 2.75 6.91 3.36 2.63 A

S115 11.00 群集 2.01 1.59 1.45 10.13 4.09 3.18 9.64 3.90 3.04 A

S116 (車) 16.00 車両+群集 1.67 1.24 1.05 4.66 2.56 2.14 5.36 2.88 2.32 A

S116 16.00 群集 1.73 1.29 1.15 5.74 3.09 2.46 6.55 3.32 2.66 A

19 S118 11.00 群集 0.94 0.46 0.26 2.66 1.47 1.23 3.86 2.25 1.92 A

20 S119 11.00 群集 0.46 0.39 0.37 42.13 24.30 20.50 16.15 5.43 4.45 A

21 S120 20.00 群集 4.83 2.67 1.60 3.62 1.66 1.33 4.22 1.71 1.32 A

18

転倒安全率 すべり安全率

総合
判定

16

17

番号
管理
名称

測点No. 上載荷重

示力線位置（参考）(m)
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埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） 資料4-5-7

【判定基準】（熊本城石垣 耐震診断指針（案）より）
A：石垣が大地震に対し概ね安定しているとみなされる
B：石垣が大地震に対し不安定になる恐れがある
C：石垣が大地震に対し著しく不安定で、対策の必要がある

・崩落している石垣を除いた対象箇所16面で耐震診断（現状）を実施し
た結果は以下のとおりである。
なお、車両の載荷する断面は、荷重が作用する断面と作用しない断面

の2断面で耐震診断を実施した。
A判定…N57、N58、N60、N61、N65 

S113、S114、S115、S116、S118、S119、S120
B判定…該当なし
C判定… N55、 N56

Ａ 判 定
判

定

凡 例

耐震診断対象外

Ｂ 判 定

Ｃ 判 定

結果総括

耐震診断設計条件



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N55【現状】 資料4-5-8

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

C

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Aso-4c層の複層構造になっているが、
築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると判
断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

N55

37 .5 1
ジ ャ カ ゴ

栗 石 置 場

現 場 事 務 所

現 場 事 務 所

崩 落 (モ ル タ ル 吹 付 )
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3 7. 72

3 6. 62

38 .6 1

A s

A s
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崩 落

埋 門

Co

看

11.0

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

DL=34.00

36.00

38.00

35.00

37.00

39.00

No.15.00No.10.00

常時 d= 0.02m NG  Fs= 1.08 OK  Fs= 1.91

中地震 d= -0.13m NG  Fs= 0.65 OK  Fs= 1.42

大地震 d= -0.19m NG  Fs= 0.51 OK  Fs= 1.30

判定 NG

DL=34.00

36.00

38.00

35.00

37.00

39.00

Aso-4c

築石

栗石層

等分布荷重(N62)
48.0kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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崩 落 (モ ル タ ル 吹 付 )

N56

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N56【現状】 資料4-5-9

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

C

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.17.00）

常時 d= 0.28m NG  Fs= 1.44 OK  Fs= 2.97

中地震 d= -0.11m NG  Fs= 0.84 OK  Fs= 1.99

大地震 d= -0.27m NG  Fs= 0.64 OK  Fs= 1.76

判定 NG

No.10.00

36.00

38.00

DL=34.00

40.00

42.00

No.20.00

累積示力線解析位置
（No.17.00）

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

36.00

38.00

DL=34.00

40.00

42.00

Bc

Aso-4c

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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崩 落 (モ ル タ ル 吹 付 )

N57

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N57【現状】 資料4-5-10

累積示力線解析位置
（No.15.00）

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.15.00）

常時 d= 0.29m OK  Fs= 2.50 OK  Fs= 4.22

中地震 d= 0.08m OK  Fs= 1.42 OK  Fs= 2.84

大地震 d= 0.01m OK  Fs= 1.06 OK  Fs= 2.56

判定 OK

40.00

41.00

DL=36.00

38.00

37.00

39.00

No.15.00No.10.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

40.00

41.00

DL=36.00

38.00

37.00

39.00

Aso-4c

Bc

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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崩 落 (モ ル タ ル 吹 付 ) N58

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N58【現状】 資料4-5-11

累積示力線解析位置
（No.13.00）

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。累積示力線解析位置

（No.13.00）

常時 d= 0.35m OK  Fs= 3.21 OK  Fs= 4.63

中地震 d= 0.16m OK  Fs= 2.04 OK  Fs= 3.02

大地震 d= 0.10m OK  Fs= 1.64 OK  Fs= 2.70

判定 OK

40.00

41.00

38.00

DL=37.00

39.00

No.15.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

Aso-4c

40.00

41.00

38.00

DL=37.00

39.00
Bc

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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崩 落 (モ ル タ ル 吹 付 )

N60

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N60【現状】 資料4-5-12

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= 0.18m OK  Fs= 7.41 OK  Fs= 5.09

中地震 d= 0.09m OK  Fs= 4.26 OK  Fs= 3.08

大地震 d= 0.06m OK  Fs= 3.21 OK  Fs= 2.73

判定 OK

No.10.00

39.00

40.00

DL=38.00

40.50

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

DL=38.00

39.00

40.00

40.50

A so-4 c

Bc

Bc

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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崩 落 (モ ル タ ル 吹 付 )

N61

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N61【現状】 資料4-5-13

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.7.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.7.00）

常時 d= 0.58m OK  Fs= 12.01 OK  Fs= 9.90

中地震 d= 0.44m OK  Fs= 6.83 OK  Fs= 4.51

大地震 d= 0.40m OK  Fs= 5.73 OK  Fs= 3.82

判定 OK

41.00

40.00

39.00

DL=38.00

No.5.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

DL=38.00

41.00

40.00

39.00

Bc

Aso -4c

Bc

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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モ ル タ ル 吹 付 )

N65

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） N65【現状】 資料4-5-14

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= -0.10m OK  Fs= 14.49 OK  Fs= 7.27

中地震 d= -0.10m OK  Fs= 9.36 OK  Fs= 3.81

大地震 d= -0.10m OK  Fs= 8.11 OK  Fs= 3.29

判定 OK

根

No.10.00

40.00

39.00

DL=38.00

40.50

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

B c

40.00

39.00

DL=38.00

40.50

B c

Aso- 4c

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定

運用なし
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埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S113【現状】 資料4-5-15

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層の複層構造になっているが、築石に
土圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= 0.23m OK  Fs= 19.93 OK  Fs= 6.18

中地震 d= 0.15m OK  Fs= 13.16 OK  Fs= 3.43

大地震 d= 0.12m OK  Fs= 10.90 OK  Fs= 2.99

判定 OK

No.10.00

DL=28.00

29.00

30.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

DL=28.00

29.00

30.00

B c

Aso4 c

Bc

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S114

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S114【現状】 資料4-5-16

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.58.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.58.00）

常時 d= 1.90m OK  Fs= 6.96 OK  Fs= 7.33

中地震 d= 1.46m OK  Fs= 3.32 OK  Fs= 3.45

大地震 d= 1.31m OK  Fs= 2.62 OK  Fs= 2.73

判定 OK

木

木

木

木

土

木

木

木

木

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

No.60.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

Bc

Aso4c

Aso4s

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S114車両【現状】 資料4-5-17

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.58.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.58.00）

常時 d= 1.85m OK  Fs= 5.29 OK  Fs= 5.64

中地震 d= 1.41m OK  Fs= 2.86 OK  Fs= 2.98

大地震 d= 1.21m OK  Fs= 2.26 OK  Fs= 2.37

判定 OK

木

木

木

木

土

木

木

木

木

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

No.60.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

Bc

Aso4c

Aso4s

築石

栗石層

等分布荷重(車両＋群集)10.0kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S115

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S115【現状】 資料4-5-18

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

木 木
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木
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木

木

木
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木

木

木

木

No.10.00

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= 2.01m OK  Fs= 10.13 OK  Fs= 9.64

中地震 d= 1.59m OK  Fs= 4.09 OK  Fs= 3.90

大地震 d= 1.45m OK  Fs= 3.18 OK  Fs= 3.04

判定 OK
注：地層断面については、近傍の地質調査結果

より想定で入れたものである。

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

Bs

Bc

Aso4c

Aso4s

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S115車両【現状】 資料4-5-19

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率
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No.10.00

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= 1.97m OK  Fs= 8.31 OK  Fs= 6.91

中地震 d= 1.55m OK  Fs= 3.52 OK  Fs= 3.36

大地震 d= 1.41m OK  Fs= 2.75 OK  Fs= 2.63

判定 OK

等分布荷重(車両＋群集)10.0kN/m2

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。
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28.00

DL=23.00

24.00

26.00

Bs
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Aso4s
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栗石層



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S116

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S116【現状】 資料4-5-20

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.16.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.16.00）

常時 d= 1.73m OK  Fs= 5.74 OK  Fs= 6.55

中地震 d= 1.29m OK  Fs= 3.09 OK  Fs= 3.32

大地震 d= 1.15m OK  Fs= 2.46 OK  Fs= 2.66

判定 OK

30.00

28.00

DL=24.00

26.00

No.20.00No.10.00

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

30.00

28.00

DL=24.00

26.00

Bs

Bc

Aso4c

Aso4s

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S116

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S116車両【現状】 資料4-5-21

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.16.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.16.00）

常時 d= 1.67m OK  Fs= 4.66 OK  Fs= 5.36

中地震 d= 1.24m OK  Fs= 2.56 OK  Fs= 2.88

大地震 d= 1.05m OK  Fs= 2.14 OK  Fs= 2.32

判定 OK

30.00

28.00

DL=24.00

26.00

No.20.00No.10.00

等分布荷重(車両＋群集)10.0kN/m2

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

30.00

28.00

DL=24.00

26.00

Bs

Bc

Aso4c

Aso4s

築石

栗石層



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S 118

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S118【現状】 資料4-5-22

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

32.00

No.10.00

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= 0.94m OK  Fs= 2.66 OK  Fs= 3.86

中地震 d= 0.46m OK  Fs= 1.47 OK  Fs= 2.25

大地震 d= 0.26m OK  Fs= 1.23 OK  Fs= 1.92

判定 OK

等分布荷重(群集)3.5kN/m2

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。

30.00

28.00

DL=23.00

24.00

26.00

32.00
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Aso4s

Aso4c
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栗石層



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S 119

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S119【現状】 資料4-5-23

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

31.00

DL=30.00

32.00

No.10.00

累積示力線解析位置
（No.11.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層Bs層の複層構造になっているが、築石に土
圧を作用する土層としては栗石層が支配的であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.11.00）

常時 d= 0.46m OK  Fs= 42.13 OK  Fs= 16.15

中地震 d= 0.39m OK  Fs= 24.30 OK  Fs= 5.43

大地震 d= 0.37m OK  Fs= 20.50 OK  Fs= 4.45

判定 OK
注：地層断面については、近傍の地質調査結果

より想定で入れたものである。

31.00

DL=30.00

32.00

Bs

Bc

築石

栗石層

等分布荷重(群集)3.5kN/m2



立面図 地層断面図 築石の安定性評価（累積示力線解析）

平面図 石垣背面全体の安定性評価（円弧すべり解析） 診断内容、結果、背面構造の設定
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S120

埋門周辺 石垣耐震診断結果（現状） S120【現状】 資料4-5-24

示力線位置(参考) 転倒安全率 すべり安全率

累積示力線解析位置
（No.20.00）

診断内容、結果

診断手法 運用 理由 判定
総合
判定

（1） 築石の安定性 ○ 必須項目 -

A

（2）
石垣根入れ部の
安定性

✕
根入れ部の安定性に起因する破損変状が
確認されないため

-

（3）
石垣背面全体の
安定性

✕
上部地盤にクラックがなく、下部地盤に隆
起等も確認できない。そのため、背面全体
を通過する円弧は生じないと判断したため

-

背面構造の設定（累積示力線法解析時）

背面構造 理由

栗石
築石の背面は栗石層、Bc層及びAso-4c層等の複層構造になっ
ているが、築石に土圧を作用する土層としては栗石層が支配的
であると判断した。

累積示力線解析位置
（No.20.00）

常時 d= 4.83m OK  Fs= 3.62 OK  Fs= 4.22

中地震 d= 2.67m OK  Fs= 1.66 OK  Fs= 1.71

大地震 d= 1.60m OK  Fs= 1.33 OK  Fs= 1.32

判定 OK
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木
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木

No.0.00

DL=15.00

34.00

No.30.00No.20.00No.10.00

等分布荷重(群集)3.5kN/m2

注：地層断面については、近傍の地質調査結果
より想定で入れたものである。
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